質疑応答② by 広島大学文書館,
 33
【質疑応答②】 
 
○司会 ありがとうございます。 
 それでは、ご質問等がございましたら受け付けたいと思います。どなたでも結構です。
何かございませんか。 
 
○小池聖一 文書館長の小池です。ＰＤＦでの公開というお話がありましたが、それはど
のような方式なのでしょうか。閲覧室に据え付けられたコンピューターだけでの公開なの
でしょうか。 
 
○中生勝美 （PDF 資料を提示しながら）これは、実際図書館のサイトからＰＤＦをダウ
ンロードしたものですが、こういう形式で図書館サイトにリンクが張ってあり、大学で持
っている資料に関して、一般の図書でも学内限定の公開もありますが、一応デジタル化さ
れたもので著作権が全部クリアされたものはネット上で公開をしています。 
 パンフレットの状態のものなども、これは 251 ページありますが、完全にＰＤＦで公開
しています。私は、その時にミシガン大学のＩＤを持っていたので、「これは大学のＩＤが
ないとアクセスできないのか」と訊ねたら、「ID の有無に関係なくオープンで、世界中どこ
からでもアクセスできる」と言われました。ただし、具体的に資料の名前が分からないと
検索できないので、やはり一回図書館に行って実物の冊子を見なければなりません。理屈
としては、ある程度推測して資料のカテゴリーで検索することも不可能ではありませんが、
一番いいのは、図書館で実物を見ながら、コピーの代わりにＰＤＦをダウンロードするよ
うに使うのが一番簡単でした。 
 
○小池 目録みたいなものが完備されているわけではないということですか。 
 
○中生 冊子状の目録はなく、すべてネットでしか検索できません。 
 
○小池 それは目録化されているわけではないのですね。 
 
○中生 目録化まではされていません。 
 
○小池 現物のコピーの方が先という感じですか。 
 
○中生 そうです。ネット上にあるといっても、検索だけでその資料を探し出すのは、大
海の針を拾うみたいなものです。だから、基本的には図書館へ行き、現物を見て、それが
ＰＤＦ化されているかを確認とるのが、一番確実です。つまりコピーの代わりに PDF を見
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るような感じです。 
 
○小池 では、やはり実際に行かないとどうしようもないということなのですね。 
 
○中生 そうですね。あと、そういうものに関しては、たぶん図書館司書が問い合わせに
応じているのではないかと思います。図書館に問い合わせをするとき、ある程度キーワー
ドを絞ってメールを出せば、図書館司書が、そういった問い合わせにも応じられるとは言
っていました。 
 
○小池 中に入れると。 
 
○中生 入れる場合もあるし。 
 
○司会 ありがとうございました。おそらく、あとお一方ぐらい、ご質問を受け付けるこ
とができますが、何かございますか。 
  
 
○村上須賀子（NPO 法人日本医療ソーシャルワーク研究会理事長） 大学を退職したもの
ですから所属はないのですが。実は広島市の事業の被爆 70 年史に関わることになって、公
文書館には原爆に関する資料がたくさんあるので、それを使わせていただきたいと思って
います。先ほどの石田先生のお話と今の中生先生のお話では、情報を検索する際に随分違
うという感じを受けたんですが。 
 それは、先ほどのロバート・ホールさんの個人情報も随分出てきていますよね。そのよ
うな調べ方をさせていただこうと公文書館にお願いしたいと思っていたんですが、石田先
生はこういう違いに関して、どういうお考えでしょうか。おおらかにしていただけるんで
すかね。 
 
○石田雅春 村上先生のお話ですと、今のところ、おおらかにはしております。 
 
○村上 ああ、そうですか。 
 
○石田 今のところ、普通の図書館とか文書館と同じように、厳格にはやっていませんが、
そろそろやらないと危ない時代になっているのではないかというのは個人的な認識です。 
 
○村上 安心して帰っていいわけですか。 
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○石田 本館の場合は、全部ＰＤＦで目録を上げているので、ネット検索の件名で結構か
かるケースが多いんです。ですから、全然知らない一般の方が、自分のおばあちゃんの名
前を打ち込んだら目録にヒットしたので、これは何ですかという感じの問い合わせはあり
ます。 
 
○中生 ただ、ミシガン大学の場合は、ほとんどが一般の人からの問い合わせみたいです。
すごく大変だと言っていました。 
 
○石田 これは９名のアーキビストと書かれているんですが、このミシガン大学の日本研
究センターだけで９名がいるかたちですか。 
 
○中生 いえ、このベントリー歴史図書館にいるアーキビストが９人というだけで、日本
研究センターとは全く異なります。（ベントリー歴史図書館）には日本研究センターのデー
タがあるだけですから。 
 
○石田 図書館に９名ほどアーキビストがいるんですね。 
 
○中生 「あなたたちは、何人アーキビストがいるのですか」と聞いたら、「ネットを見て」
と言われて、ネットで見ると９人の名前が挙がっていました。しかし、それがフルタイム
なのかパートタイムなのかよく分かりません。私が訊ねた人も、「私はポーランド人だから
英語は不得意だ」とか言ってました。 
 
○石田 ありがとうございます。すごく人数が多いように思ったので、どうなのかなと思
いました。 
 
○中生 それについて訊いたものの、その方もよく分かっていなかったので。 
 
○季武嘉也 創価大学の季武と申します。確認だけですが、これはアーキビストですか、
ライブラリアンですか。 
 
○中生 一応アーキビストというふうにネットには書いてあります。 
 
○季武 ライブラリーの中にアーキビストが混ざったような感じですね。 
 
○中生 そうですね。一応、ベントリー歴史図書館のスタッフというかたちで９人。しか
し、（HP の）下の方にも、また別の名前で挙がってはいるので、人数がずいぶん多いので、
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もしかしたら、ボランティアでも長く仕事をしたり、一定の資格を得たりすると、そうい
うところに名前が入ってしまうのではないかと思っています。確かに、常時見かけるのは
３～４人しかいなかったんですが、表に出ているのが３～４人としたら、裏でやっている
人も当然いるわけですし。 
 司書の方は、利用者からいろいろ話を聞いて、資料探しを手伝ってくれ、検索の仕方も
親切に教えてくれました。資料検索は、データの保存方法がきわめて複雑で、資料がどの
ように埋めこまれているのか、このシステムに習熟していないとなかなかアクセスできな
いようです。 
 
○司会 ありがとうございました。 
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